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６－４ 差押えの競合

（Ⅱ） （問１）解説１） 

 

１）不適切である。第三債務者であるＸ銀行は、強制

執行による差押えがなされた預金債権について滞納

処分による差押えがされ、預金額が差押債権額の合計

を上回り、差押えが競合したときは、その預金債権の

全額に相当する金銭を供託しなければならないが、差

押えの競合でない場合は供託の義務はない（滞納処分

と強制執行等との手続の調整に関する法律 36 条の６

第１項）。 

１）不適切である。第三債務者であるＸ銀行は、強制執

行による差押えがなされた預金債権について滞納処分

による差押えがされ、差押債権額の合計が預金額を上

回り、差押えが競合したときは、その預金債権の全額に

相当する金銭を供託しなければならないが、差押えの

競合でない場合は供託の義務はない（滞納処分と強制

執行等との手続の調整に関する法律 36条の６第１項）。 

以上 


